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PROLOGUE

本州の最西北端、山口県の西北部に位置する長門市。東は萩

市、南は下関市、美祢市、秋芳町、美東町に接し、北側には北

長門海岸国定公園に指定される美しい日本海の風景が広がって

います。

この土地が長門国大津郡として成立したのは、大化改新によ

り国郡里制が構築された７世紀後半といわれています。江戸時

代には長州藩下で前大津と先大津の両宰判に分けられ、明治に

入ると大小区制により区分されました。その後、郡制復活や市

制・町村制施行、昭和の大合併などの編制を繰り返し、旧長門

市、大津郡三隅町・日置町・油谷町となり、その１市３町が平

成17年3月22日に合併し、長門市としてスタートしました。

日本海沿岸一帯の豊かな漁場では、古くから捕鯨や漁業が盛

んに行われ、多くの漁港が点在しています。北長門海岸国定公

園に指定される海岸線では、日本海の荒波に浸食された岩と白

い砂浜が出入りし、変化に富んだ雄大な自然景観を生み出して

います。中でも紺碧の海上に奇岩怪石が連なる海上アルプス

「青海島」、遥か日本海を展望できる「千畳敷」、海に浮かぶ

「棚田」のシルエット、本州最西北端に突き出した「川尻岬」

の緑青色の海などは、訪れる人々を魅了します。

また、長門市は温泉に恵まれ、風情も効能も異なる５つの温

泉郷があります。清流にホタルが舞いカジカの声が響く「湯本

温泉」、山間の湯治場「俵山温泉」、長閑に効能を楽しむ「湯免

温泉」、美しい海を臨む「黄波戸温泉」や「油谷湾温泉」があ

り、多くの人が訪れています。

一方、いのちと心を大切にした童謡詩人「金子みすゞ」、シ

ベリヤ・シリーズで知られる画家「香月泰男」、長門出生伝承

の残る劇作家「近松門左衛門」といった人たちの存在は、長門

の文化を深く魅力あるものにしてくれます。歴史の舞台では大

内氏終焉の地として語り継がれ、楊貴妃伝説など浪漫溢れる物

語も数多くあります。

長門市ではこうした豊かな大自然とこれまで築かれてきた歴

史や文化を融合したまちづくりを進めています。その力は『風』

となり、市民活動の原動力として流れています。

金子みすゞを生んだ仙崎ではみすゞ通りができ、詩のイメー

ジを思い抱いて散策することができます。学校ではみすゞ教育

が行われ、豊かな感性が育まれています。『長門の新しい風』

は、いつの日か第二のみすゞを誕生させるかもしれません。



　
　
星
と
た
ん
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青
い
お
空
の
底
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か
く
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海
の
小
石
の
そ
の
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う
に
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夜
が
く
る
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で
沈
ん
で
る
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晝
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お
星
は
眼
に
み
え
ぬ
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ぬ
け
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も
あ
る
ん
だ
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瓦
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す
き
に
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だ
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ま
つ
て
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春
の
く
る
ま
で
か
く
れ
て
る
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つ
よ
い
そ
の
根
は
眼
に
み
え
ぬ
。�

　
　
　
見
え
ぬ
け
れ
ど
も
あ
る
ん
だ
よ
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見
え
ぬ
も
の
で
も
あ
る
ん
だ
よ
。�

「
金
子
み
す
ゞ
全
集
」
（
J
U
L
A
出
版
局
）�
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金子みすゞ（1903～1930）
本名・金子テル。明治36年大津郡仙崎村（現在の長門市仙
崎）に生まれる。大正末期優れた作品を発表し、『童話』の
選者であった西條八十に「若き童謡詩人の中の巨星」と賞賛
されるなどめざましい活躍をみせながらも、26歳の若さで
この世を去った。その優しさにつらぬかれた詩句の数々は、
今もなお大きな感動をもって人々の心に広がり続けている。

写真提供／金子みすゞ著作保存会

な
上
山
文
英
堂
の
支
店
を
ま
か
さ
れ
、
童

話
・
童
謡
雑
誌
を
読
む
機
会
を
得
た
。
や

が
て
自
ら
詩
を
書
き
、
４
つ
の
雑
誌
に
投

稿
。
詩
は
す
べ
て
掲
載
さ
れ
、
選
者
の
西

條
八
十
に
絶
賛
さ
れ
た
。
童
謡
詩
人
「
金

子
み
す
ゞ
」
の
誕
生
で
あ
る
。

み
す
ゞ
の
童
謡
は
、
西
條
八
十
と
読
者

に
支
え
ら
れ
次
々
と
誌
上
を
飾
っ
た
。
少

女
期
に
育
ま
れ
た
感
性
は
日
本
の
童
謡
界

に
薫
風
を
送
り
、
み
す
ゞ
に
と
っ
て
も
充

実
し
た
日
々
、
将
来
に
わ
た
っ
て
輝
く
季

節
を
予
感
さ
せ
る
時
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

23
歳
で
結
婚
し
た
。
し
か
し
そ
の
結
婚
は

童
謡
詩
人
と
し
て
の
み
す
ゞ
に
暗
い
影
を

落
と
し
た
。
享
年
26
歳
、
幼
い
一
人
娘
ふ

さ
え
を
母
に
託
し
て
命
を
断
っ
た
。

3
冊
の
自
筆
に
よ
る
詩
集
は
弟
正
祐
と

西
條
八
十
に
託
さ
れ
た
ま
ま
時
を
経
た
。

昭
和
57
年
に
初
め
て
そ
の
存
在
が
明
ら
か

に
な
り
、
昭
和
59
年
に
全
集
と
な
っ
て
出

版
さ
れ
た
。

仙
崎
に
「
み
す
ゞ
通
り
」
が
あ
る
。
大

正
・
昭
和
期
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
、
み

す
ゞ
を
愛
す
る
人
た
ち
の
心
が
こ
こ
に
流

れ
て
い
る
。
JR
仙
崎
駅
か
ら
北
へ
ま
っ
す

ぐ
通
る
道
沿
い
に
は
、
み
す
ゞ
の
詩
を
書

い
た
木
札
が
あ
ち
こ
ち
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

ど
れ
も
通
り
の
人
た
ち
が
作
っ
た
も
の
だ
。

こ
こ
に
は
み
す
ゞ
の
生
家
も
あ
り
、
童
謡

に
出
て
く
る
場
所
も
あ
る
。
復
元
さ
れ
た

金
子
文
英
堂
の
そ
ば
に
は
「
み
す
ゞ
記
念

館
」
が
建
つ
。
通
り
の
先
に
は
、
み
す
ゞ

の
眠
る
遍
照
寺
が
あ
る
。

美
し
い
人
、

み
す
ゞ
さ
ん
に
出
会
う
道

金
子
み
す
ゞ
が
残
し
た
3
冊
の
遺
稿
集
、

そ
こ
に
は
5
1
2
編
の
詩
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
児
童
文
学
者
矢
崎
節
夫

氏
（
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
館
長
）
の
16
年

間
に
わ
た
る
み
す
ゞ
さ
が
し
の
旅
に
よ
っ

て
甦
っ
た
。そ
の
詩
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、

多
く
の
人
た
ち
が
そ
の
詩
想
あ
ふ
れ
る
言

葉
に
衝
撃
的
な
感
動
を
受
け
て
き
た
。

金
子
み
す
ゞ
（
本
名
テ
ル
）
は
明
治
36

年
に
大
津
郡
仙
崎
村
で
生
ま
れ
た
。
3
歳

で
父
庄
之
助
と
死
別
。
母
は
妹
の
嫁
ぎ
先

で
あ
る
上
山
文
英
堂
書
店
の
援
助
で
大
津

郡
最
初
の
書
店
、金
子
文
英
堂
を
開
い
た
。

テ
ル
は
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
瀬
戸

崎
小
学
校
、
大
津
高
等
女
学
校
へ
と
進
学

す
る
。
優
秀
な
成
績
に
加
え
、
備
え
持
っ

た
優
し
い
気
質
は
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
た
。

豊
か
な
感
受
性
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
持

っ
た
観
察
力
で
周
囲
を
驚
嘆
さ
せ
た
。

大
正
12
年
、
20
歳
に
な
っ
た
テ
ル
は
、

母
の
住
む
下
関
へ
移
る
。
母
ミ
チ
は
叔
母

亡
き
後
に
上
山
家
の
後
妻
と
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
に
は
養
子
と
な
っ
て
い
た
弟
正

祐
も
い
る
。

テ
ル
の
才
能
が
開
花
し
た
の
が
こ
の
頃

か
ら
で
あ
っ
た
。
テ
ル
は
商
品
館
の
小
さ
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ス
ト
ー
ブ
の
上
で
三
枚
の
鳥
の
羽
根
が

ま
わ
り
、空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
や
道
化
師
、

猛
獣
使
い
な
ど
の
サ
ー
カ
ス
人
形
が
綱
の

上
で
風
に
揺
れ
て
い
た
。
そ
こ
は
、
香
月

が
一
日
の
ほ
と
ん
ど
を
過
し
た
と
い
う
ア

ト
リ
エ
で
あ
る
。

豊
か
な
創
造
性
は
、
香
月
独
自
の
世
界

観
を
造
り
出
し
、
見
る
人
を
惹
き
つ
け
て

や
ま
な
い
。
山
口
県
立
美
術
館
に
あ
る
シ

ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
は
、
香
月
の
画
家
と

し
て
の
生
命
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
こ
こ
長

門
三
隅
に
建
つ
香
月
泰
男
美
術
館
で
は
、

も
う
ひ
と
り
の
人
間
、
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ

ー
ズ
を
生
み
出
し
た
愛
の
原
点
を
教
え
て

く
れ
る
。
絵
を
描
く
こ
と
の
極
限
の
動
機

が
切
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

イ
ー
ゼ
ル
の
背
後
の
壁
に
「
一
瞬
に
一

生
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
一
生
が
一
瞬

に
思
え
る
時
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
、
キ
ャ

ン
バ
ス
に
書
い
た
文
字
が
く
っ
き
り
と
あ

っ
た
。

香
月
泰
男
美
術
館
の
壁
面
い
っ
ぱ
い

に
、
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
の

「
避
難
民
」
が
レ
リ
ー
フ
に
さ
れ
て
い
る
。

香
月
の
心
に
は
い
つ
も
、
凍
て
つ
い
た
シ

ベ
リ
ア
で
死
ん
で
い
っ
た
友
の
記
憶
が
鮮

明
に
残
っ
て
い
た
。
夜
に
な
る
と
、
そ
の

一
人
ひ
と
り
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
た
と
い

う
。
香
月
は
彼
ら
の
記
憶
を
と
ど
め
る
た

め
に
絵
を
描
き
続
け
た
。
黒
く
塗
込
め
ら

れ
た
キ
ャ
ン
バ
ス
。
そ
こ
に
は
想
像
も
つ

か
な
い
極
寒
の
大
地
が
あ
る
。

香
月
は
戦
争
と
い
う
悲
惨
な
体
験
を
、

多
く
の
作
品
か
ら
教
え
て
く
れ
る
一
方
、

ご
く
日
常
に
あ
る
も
の
へ
の
愛
し
か
た
を

気
づ
か
せ
て
も
く
れ
る
。
戦
争
と
平
和
の

狭
間
に
生
き
て
き
た
人
の
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
る
。『
一
瞬
が
一
生
』
と
自
身
の

心
に
刻
ん
だ
言
葉
の
周
囲
に
は
、
香
月
が

「
絵
を
描
く
よ
り
面
白
い
」
と
い
っ
た
ブ

リ
キ
の
玩
具
や
周
囲
で
拾
っ
て
き
た
木
で

作
っ
た
椅
子
、
海
岸
か
ら
持
っ
て
帰
っ
た

石
に
彫
っ
た
鳩
な
ど
香
月
の
自
由
な
世
界

が
広
が
っ
て
い
た
。
今
、
そ
れ
ら
が
す
べ

て
美
術
館
に
あ
る
。

香月泰男（1911～1974）
洋画家。三隅中久原生まれ。東京美術学校（現東京芸術大学）
在学中に「雪降りの山陰風景」で国画会に初入選。昭和18
年に召集され満州に渡る。昭和20年に捕虜としてシベリア
に抑留され、過酷な体験を経て昭和22年に復員。シベリア
での体験が「シベリヤ・シリーズ」を生み出し、昭和44年
に第 1 回日本芸術大賞を受賞。昭和49年3月8日に心筋梗塞
のため自宅で急死。享年62歳。

画
家
、
香
月
泰
男
の

ア
ト
リ
エ
で
感
じ
る
時
間
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椙
杜
信
盛
、
こ
れ
が
東
洋
の
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
と
い
わ
れ
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
で

日
本
が
世
界
に
誇
る
劇
作
家
近
松
門
左
衛

門
の
本
名
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
名
を

め
ぐ
る
近
松
の
出
生
地
に
つ
い
て
、
長
い

間
、
論
議
さ
れ
て
き
た
。

長
門
市
東
深
川
江
良
で
は
「
江
良
は
よ

い
と
こ
近
松
生
ん
で
、
柿
も
よ
い
と
こ
、

え
ら
い
と
こ
」
と
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
長
州
藩
家
老
椙
杜
家
ゆ
か
り
の

椙
杜
屋
敷
跡
が
あ
っ
た
と
い
い
、
地
元
で

は
近
松
屋
敷
と
呼
ん
で
い
る
。

現
在
、
長
門
市
で
は
近
松
出
生
伝
承
を

新
た
な
郷
土
の
文
化
と
し
て
発
展
さ
せ
、

情
報
発
信
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
な
が
と

近
松
実
験
劇
場
で
は
、
近
松
の
作
品
の
中

か
ら
こ
れ
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
名
作
を
現

代
劇
に
す
る
挑
戦
も
行
っ
て
き
た
。
そ
う

し
た
活
動
の
背
景
に
は
、
古
典
芸
能
や
民

俗
芸
能
を
保
存
す
る
地
元
の
人
た
ち
の
熱

意
が
あ
る
。

長
門
に
近
松
出
生
説
が
強
く
結
び
つ
く

の
も
、
野
外
劇
場
の
赤
崎
神
社
楽
桟
敷
や

俵
山
女
歌
舞
伎
と
い
っ
た
独
自
の
文
化
を

継
承
し
て
き
た
風
土
が
あ
る
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。

近
松
門
左
衛
門
を

生
み
出
し
た
長
門
の
風
土

平成12年 6 月、第 1 回ながと近松実験劇場が開演され、平成17年11月まで
10回公演された。

近松和紙人形（内海清美作）

近松門左衛門（1653～1725）
江戸時代中期の浄瑠璃・歌舞伎
台本作者。本名は椙杜（杉森）
信盛。号に巣林子、平安堂など
があり、幼名を平馬などと呼ば
れた。武士の子であったが、文
学を好み、20代後半から浄瑠
璃の台本を書き始め、30歳を
過ぎてから、歌舞伎役者坂田藤
十郎のために脚本を書いた。井
原西鶴、松尾芭蕉とともに文学
史上に大きな位置を占めてい
る。作品は、代表作「曾根崎心
中」、「心中天網島」、「冥土の飛
脚」などを始め130編にのぼる。
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維
新
回
天
の
礎
、

郷
土
の
師
、
村
田
清
風

村田清風（1783～1855）
天明 3 年、長門国大津郡三隅
村沢江（現在の長門市三隅下沢
江）に生まれる。藩主・毛利敬親
に抜擢登用されて長州藩天保改
革の第一人者として活躍。5 人
の藩主に仕えて50年、行政官
の超先達であり、その抱負、学
識の深さは時代を超えていた。
清風が期待した周布政之助が藩
政改革を継承し、更に吉田松陰、
高杉晋作、木戸孝允と輩出する
藩革新派の原動力となった。

改
革
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
幕
末
期
、
長

州
藩
も
ま
た
藩
政
改
革
を
迫
ら
れ
て
い

た
。
13
代
藩
主
毛
利
敬
親
は
、
村
田
清
風

を
登
用
し
て
藩
の
財
政
改
革
を
命
じ
た
。

藩
は
負
債
を
抱
え
、
こ
の
返
済
の
た
め
に

清
風
は
、
倹
約
の
徹
底
、
家
臣
の
負
債
整

理
と
士
風
の
一
新
、
四
白
政
策
（
紙
・

蝋
・
米
・
塩
）
の
振
興
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
軍
備
の
改
革
に
も
着
手
。
江
戸
に
武
器

庫
を
建
設
し
、
萩
で
は
海
岸
防
備
等
の
訓

練
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
藩
の
財
政
は
立

て
直
さ
れ
、
藩
士
の
士
気
は
高
ま
っ
た
。

こ
れ
を
長
州
藩
の
「
天
保
の
大
改
革
」
と

い
い
、後
に
雄
藩
と
な
る
基
礎
を
築
い
た
。

大
役
を
成
し
遂
げ
た
清
風
は
63
歳
で
職

を
辞
し
、
三
隅
山
荘
に
帰
り
隠
居
し
な
が

ら
私
塾
「
尊
聖
堂
」
を
開
い
て
人
材
の
育

成
に
尽
く
し
た
。
そ
の
後
藩
主
よ
り
乞
わ

れ
て
出
仕
す
る
が
、
中
風
に
倒
れ
て
73
歳

で
生
涯
を
閉
じ
た
。

そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
の
が
藩
の
革
新

的
存
在
と
な
り
、
後
に
俗
論
党
に
抗
し
て

自
刃
し
た
周
布
政
之
助
で
あ
る
。
三
隅
山

荘
の
学
風
は
、
後
の
「
松
下
村
塾
」
や

「
育
英
館
」
に
及
び
、
改
革
の
精
神
は
吉

田
松
陰
、
高
杉
晋
作
ら
へ
継
承
さ
れ
た
。

村田清風記念館内にある蝋づくりを再現したもの。村田清風は藩が抱えた
8 万貫の負債を返済するために四白政策を振興した。

三隅山荘
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北
浦
の
古
式
捕
鯨

冬
が
近
く
な
る
と
、
長
門
で
は
北
西
か

ら
の
季
節
風
ア
ナ
ジ
が
吹
き
は
じ
め
る
。

下
り
鯨
が
日
本
海
沿
岸
を
通
っ
て
南
下
す

る
季
節
で
あ
る
。

中
世
以
降
「
北
浦
」
と
呼
ば
れ
た
沿
岸

海
域
が
こ
の
下
り
鯨
の
通
路
と
な
り
、
古

く
か
ら
寄
り
鯨
や
流
れ
鯨
を
捕
ま
え
て
い

た
。
弥
生
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
鯨
の
骨
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。

捕
鯨
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
17
世
紀

末
、
江
戸
時
代
で
あ
る
。
長
州
藩
で
は
、

旅
す
る
長
門

金
子
み
す
ゞ
が
こ
よ
な
く
愛
し
、
画
家
香
月
泰
男
が

「
わ
た
し
の
地
球
」
と
い
っ
て
離
れ
な
か
っ
た
ふ
る
さ

と
長
門
。

北
浦
と
呼
ば
れ
る
長
門
一
帯
は
、
温
泉
を
有
し
た
景

勝
地
と
し
て
知
ら
れ
、
古
今
東
西
、
多
く
の
人
々
が
訪

れ
た
所
で
も
あ
る
。

海
岸
線
を
ひ
た
走
れ
ば
、
緑
青
色
の
海
に
心
を
奪
わ

れ
て
い
く
。
大
陸
と
の
間
に
広
が
る
紺
碧
の
海
原
を
前

に
す
る
と
、
こ
の
地
に
残
る
伝
説
・
歴
史
・
民
俗
の
ル

ー
ツ
を
そ
の
波
に
問
い
た
く
な
る
。

深
山
の
谷
間
に
沿
っ
て
行
け
ば
、
山
間
に
ぽ
っ
か
り

と
温
泉
郷
が
現
れ
る
。
次
々
と
感
動
さ
せ
て
く
れ
る
長

門
の
旅
は
、
雄
大
で
神
秘
的
な
旅
の
ル
ー
ト
に
な
る
。

大浜海岸から北東を見る。鯨は入り組んだ向津具半島に沿って南下した。



須
佐
（
萩
市
）、
奈
古
（
阿
武
町
）、
通
・

仙
崎
・
黄
波
戸
・
津
黄
・
立
石
・
川
尻

（
長
門
市
）、
島
戸
・
和
久
・
矢
玉
（
下
関

市
）
に
鯨
組
が
設
置
さ
れ
、
網
捕
り
式
と

呼
ば
れ
る
勇
壮
な
古
式
捕
鯨
が
始
ま
っ

た
。漁

期
は
10
月
か
ら
翌
年
３
月
と
し
て
い

た
。
網
捕
り
式
と
は
、
網
に
追
い
込
ま
れ

た
鯨
が
動
け
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
至
近

距
離
か
ら
銛
を
放
ち
、
寒
風
の
海
中
を
泳

ぎ
鯨
の
背
に
登
り
、
急
所
を
剣
で
突
く
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
捕
鯨
の
指
揮
と
鯨
の

刺
殺
を
す
る
の
が
ハ
ザ
シ
と
呼
ば
れ
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
、
死
者
や
怪
我
人

さ
え
出
る
命
が
け
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

ハ
ザ
シ
の
多
く
は
肥
前
の
神
集
か
し
わ

島
、
呼

子
、
名
護
屋
な
ど
か
ら
高
給
で
迎
え
ら
れ

た
。
勇
猛
果
敢
な
彼
ら
は
、
三
世
紀
の
中

国
に
お
け
る
『
魏
志
東
夷
伝
』
に
登
場
す

る
「
倭
の
水
人
」
の
末
裔
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。

11

イカ釣り船の出航する季節が到来すると、港の家々に干しイカ
が並ぶ。

鯨まつりでは唄いつがれてきた通の鯨唄が、真夏の浜に
響く。浦人たちの鯨への感謝と憐憫の情が切実に伝わっ
てくる瞬間である。

古式捕鯨を再現した通くじら祭　

野波瀬。ここから通浦へと鯨が入って行った。
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鯨
と
人
と
の
絆

長
門
市
に
お
け
る
捕
鯨
で
際
立
つ
こ
と

は
、
捕
獲
し
た
鯨
に
対
す
る
情
で
あ
る
。

金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
も
描
か
れ
て
い
る

漁
師
た
ち
の
鯨
へ
の
情
愛
は
、
今
も
途
絶

え
る
こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

通
か
よ
い

地
区
で
は
、
捕
獲
し
た
鯨
の
胎
児

を
埋
葬
し
た
「
鯨
墓
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
5
月
頃
に
は
鯨
を
供
養
す
る
た
め
の

法
要
「
鯨
回え

向こ
う

」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

鯨
法
會

鯨
く
ぢ
ら

法ほ
ふ

會ゑ

は
春
の
く
れ
、

海
に
飛
魚
と
び
う
を

採と

れ
る
こ
ろ
。

濱
の
お
寺
で
鳴
る
鐘
が
、

ゆ
れ
て
水
面
み
の
も

を
わ
た
る
と
き
、

村
の
漁
夫
れ
ふ
し

が
羽
織
着
て
、

濱
の
お
寺
へ
い
そ
ぐ
と
き
、

沖
で
鯨
く
ぢ
ら

の
子
が
ひ
と
り
、

そ
の
鳴
る
鐘
を
き
き
な
が
ら
、

死
ん
だ
父
さ
ま
、
母
さ
ま
を
、

こ
ひ
し
、
こ
ひ
し
と
泣
い
て
ま
す
。

海
の
お
も
て
を
、
鐘
の
音
は
、

海
の
ど
こ
ま
で
、
ひ
び
く
や
ら
。

「
金
子
み
す
ゞ
全
集
」（
J
U
L
A
出
版
局
）

通
、
仙
崎
、
川
尻
に
残
る
鯨
唄
も
鯨
と

人
と
の
関
係
を
伝
え
て
く
れ
る
。
当
時
は

過
酷
な
漁
の
労
働
唄
だ
っ
た
が
、
現
在
で

は
精
神
文
化
を
刻
む
貴
重
な
伝
統
芸
能
と

な
っ
て
い
る
。

くじら資料館は平成 5 年に開館
した。ここには、鯨とともに生
きた漁師の写真や古式捕鯨の道
具、鯨唄に使われた太鼓などが
展示されている。資料館では通
で暮らす人々の姿と鯨との深い
絆を見ることができる。

通、段の石組み

鯨墓は通漁港を見下ろす小高い場所に建
立されている。母鯨を失った子鯨は生き
ていけない。漁民たちはそれを痛く哀れ
み、子鯨に戒名をつけた。
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ふ
る
さ
と
の
海

仙
崎
で
生
ま
れ
育
っ
た
作
詞
家
・
大
津

あ
き
ら
も
同
郷
の
金
子
み
す
ゞ
と
同
じ
よ

う
に
ふ
る
さ
と
の
海
を
愛
し
た
。

な
か
で
も
仙
崎
や
青
海
島
か
ら
眺
め
る

海
は
、
彼
の
創
作
の
原
点
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
こ
か
ら
は
、
陽
が
昇
り
、
夕
陽
が

沈
む
の
が
見
え
て
い
た
。
そ
の
輝
く
波
間

を
行
き
交
う
漁
船
は
彼
の
心
を
強
く
捉
え

て
い
た
。
美
し
い
と
思
う
風
景
が
仙
崎
に

あ
り
、そ
れ
が
彼
の
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
た
。

仙
崎
を
「
輝
く
ま
ち
、
す
な
お
な
人
々
の

住
む
ま
ち
」
と
話
し
、
こ
れ
こ
そ
大
津
あ

き
ら
の
「
心
の
色
」
で
あ
っ
た
。

少
年
期
の
感
性
を
仙
崎
の
海
に
投
影
し

た
詩
は
、
回
遊
す
る
魚
た
ち
が
再
び
帰
っ

て
く
る
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
心
の

場
所
が
こ
の
地
に
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
。

「
漁
場
抒
情
」

少
年

作
詞
・
作
曲
・
歌

大
津
あ
き
ら

も
う
遠
い
昔
の
事
だ
け
ど

僕
は
こ
の
町
で
生
ま
れ
育
つ
た

澄
ん
だ
海
と
青
い
空
に

僕
は
き
っ
と
満
足
し
て
い
た

ま
わ
り
の
人
を
気
に
す
る
こ
と
な
く

毎
日
毎
日
手
ぶ
ら
で
過
ご
し
た

君
が
い
な
く
て
悩
む
こ
と
も

苦
し
む
こ
と
も
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

子
供
た
ち
は
笑
い
な
が
ら

町
中
ぐ
る
り
と
駆
け
め
ぐ
り

魚
は
泳
ぎ
カ
モ
メ
は
飛
ん
で

誰
も
が
皆
ん
な
思
い
で
を
つ
く
っ
た

そ
し
て
い
つ
か
君
と
出
会
っ
て

世
界
は
ま
る
で
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

冷
た
い
風
は
走
り
抜
け
る
し

低
い
雲
ま
で
背
負
っ
て
し
ま
う
し

夜
を
ま
た
い
で
君
の
影
が

何
度
も
何
度
も
し
の
び
寄
っ
て

君
と
の
景
色
を
ひ
ろ
げ
な
が
ら

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
　
出
０
６
０
２
６
８
６
――

６
０
１

仙崎の花火

深川湾

大津あきら（1950～1997）
昭和25年長門市仙崎に生まれる。仙崎中
学校、水産高校時代から海外のポップスミ
ュージックに興味を持ちギター、ピアノを
始めた。高校時代は水泳選手として活躍。
慶応大学在学中に劇作家のつかこうへいや
音楽家の坂本龍一と出合い、劇中歌の作
詩・作曲を手がける。また、ロックバンド
「ハウス」を結成し演奏活動を行う。バン
ド解散後は、つかこうへいのもとで劇中歌
の作詩・作曲を続け、多くのアーティスト
に作詩家として作品を提供。代表作に「心
の色／中村雅俊」、「for you…／高橋真梨
子」、「輝きながら…／徳永英明」、「約束／
渡辺徹」などがある。
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海
に
抱
か
れ
た
長
門
の
原
風
景

北
面
に
日
本
海
の
海
岸
線
が
延
々
と
続

く
長
門
は
、
古
代
か
ら
漁
業
や
捕
鯨
に
暮

ら
し
の
糧
を
求
め
て
き
た
所
で
あ
る
。

「
鯨
一
頭
捕
れ
ば
七
浦
賑
わ
う
」
と
い
わ

れ
て
い
た
古
式
捕
鯨
も
、
や
が
て
近
代
捕

鯨
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
式
）
へ
変
わ
る
。

明
治
32
年
、
仙
崎
に
国
内
最
初
の
近
代

捕
鯨
の
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
北
洋
漁
業

の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
つ
し
か

長
門
の
湾
か
ら
鯨
の
姿
が
消
え
て
い
く
。

し
か
し
、
鯨
は
長
門
の
象
徴
と
し
て
人
々

を
魅
了
し
、
心
の
風
景
と
な
っ
て
い
る
。

今
も
長
門
の
漁
港
を
訪
ね
る
と
、
海
洋

に
新
し
い
夢
を
求
め
る
現
在
の
ハ
ザ
シ
た

ち
の
姿
に
出
会
う
。
海
を
知
る
海
士
の
姿

を
見
る
。
そ
の
手
前
に
は
太
古
か
ら
変
わ

ら
な
い
海
の
色
が
あ
り
、
風
と
波
に
侵
食

さ
れ
た
海
の
原
風
景
が
あ
る

深川湾

仙崎漁港

大日比の海岸。鯨はこの湾を通り、仙崎湾へと入っていった。
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油谷湾で行われているマグロの養殖

地域の発展を願って新しい漁
業に取り組む。時代は捕る漁
業から育てる漁業へと変わっ
てきた。後継者づくりが海に
生きる人々の課題だ。

長門における捕鯨の最西、川尻岬

通にて。秋から冬の時期は
シラス漁が盛んになる。天
候が変わりやすい季節、そ
の日の空模様を見ながら天
日干しをする。
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大
内
氏
終
焉
の
道

湯
本
温
泉
の
す
ぐ
近
く
、
大
内
義
隆
主

従
の
眠
る
長
門
大
寧
た
い
ね
い

寺じ

が
あ
る
。
境
内
に

は
樫
、
杉
、
楠
、
紅
葉
な
ど
が
繁
り
、
苔

む
し
た
参
道
を
覆
う
よ
う
に
枝
を
張
っ
て

い
る
。
山
々
に
抱
か
れ
た
寺
に
差
し
込
む

木
漏
れ
日
、
季
節
ご
と
に
色
を
変
え
る

木
々
、
岩
の
間
を
き
ら
き
ら
と
流
れ
る
清

流
、
悲
哀
の
寺
は
今
、
心
や
す
ら
ぐ
散
策

の
道
と
な
っ
て
い
る
。

大
寧
寺
は
、
応
永
17
年
（
1
4
1
０
）

に
大
内
氏
一
族
の
長
門
守
護
代
鷲
頭
弘
忠

大寧寺境内に残された大内義隆が自刃する前に整えた姿見の池 大寧寺裏手にある大内義隆と主従の墓

秋の色に染まり、多くの人々を楽しませる大寧寺境内。
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の
創
建
に
よ
る
も
の
で
、
西
の
高
野
と
呼

ば
れ
て
栄
え
た
曹
洞
宗
の
古
刹
で
あ
る
。

寺
は
大
内
氏
の
庇
護
の
も
と
、
こ
の
地
方

に
お
け
る
文
化
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

大
内
氏
は
対
外
貿
易
に
よ
っ
て
財
を
築

き
、
中
国
地
方
に
勢
力
を
の
ば
し
た
守
護

大
名
で
あ
っ
た
。
足
利
幕
府
か
ら
は
絶
大

な
信
頼
を
得
、
山
口
の
館
に
京
の
文
化
を

招
き
、
中
世
の
時
代
に
燦
然
と
支
配
力
を

世
に
見
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
天
文
20
年

（
1
5
5
1
）、
大
内
義
隆
の
時
代
、
家
臣

陶
晴
賢
の
謀
反
に
遭
う
。
こ
の
地
ま
で
逃

れ
て
き
た
義
隆
は
、家
臣
と
と
も
に
自
刃
。

寺
は
こ
の
時
焼
失
し
、
後
に
毛
利
氏
が
再

建
し
た
。

す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
長
門
湯
本
温
泉
は
長

門
の
観
光
の
拠
点
で
あ
る
。
大
寧
寺
と
の

縁
は
深
く
、
応
永
34
年
（
１
４
２
７
）
に

寺
の
定
庵
禅
師
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
山
口
県
を
代
表
す
る
温

泉
で
、
江
戸
時
代
に
は
毛
利
藩
主
が
湯
治

の
た
め
に
度
々
訪
れ
た
。

湯
本
温
泉
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
街
の
中
心
を
流
れ
る
音
信
川

お
と
ず
れ
が
わ

で
、
清

流
に
ホ
タ
ル
が
舞
い
、
か
じ
か
の
鳴
く
声

が
響
く
。
こ
の
音
信
川
の
切
な
い
「
恋
伝

説
」
が
川
の
名
前
に
由
来
し
た
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
毛
利
藩
主
が
湯
治
を
す
る
と

き
、
お
茶
出
し
や
来
客
の
世
話
を
す
る

湯
女
ゆ
　
な

と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
が
仕
え
て
い

た
。
湯
女
は
叶
わ
ぬ
恋
に
落
ち
、
口
に
出

せ
な
い
秘
め
た
思
い
を
短
冊
に
し
た
た
め

た
。
そ
れ
を
そ
っ
と
橋
の
上
か
ら
音
信
を

川
面
に
流
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

大寧寺に架かる盤石橋。江戸時代、毛利氏によって建造された自然石の橋。

湯本温泉恩湯

大寧寺参道



18

里
山
を
抜
け
て
温
泉
郷
へ

霧
の
立
つ
深
閑
と
し
た
森
、
の
ど
か
な

里
山
の
風
景
。
大
寧
寺
を
経
由
す
る
湯
本

温
泉
と
俵
山
温
泉
に
続
く
道
筋
は
、
中
国

山
脈
の
北
西
端
へ
連
な
る
山
々
が
そ
び
え

て
い
る
。

俵
山
温
泉
は
そ
ん
な
里
山
の
奥
深
く
に

忽
然
と
現
れ
、
軒
を
重
ね
る
よ
う
に
建
つ

旅
館
の
間
の
狭
い
通
り
を
湯
治
客
が
行
き

交
う
の
で
あ
る
。
土
産
店
で
は
次
々
と
焼

き
上
が
る
三
猿
ま
ん
じ
ゅ
う
が
並
ぶ
。
１

０
０
０
年
前
に
白
猿
が
見
つ
け
た
と
伝
え

ら
れ
る
湯
は
、
今
も
ポ
コ
ポ
コ
と
湧
い
て

い
る
。ほ
と
ん
ど
の
旅
館
は
内
湯
が
な
く
、

共
同
浴
場
に
は
、「
町
の
湯
」、「
川
の
湯
」、

「
白
猿
の
湯
」
が
あ
る
。

長
門
の
歴
史
の
道
は
温
泉
へ
つ
な
が
る

道
で
も
あ
る
。
こ
の
ま
ま
山
林
を
抜
け
れ

ば
油
谷
湾
温
泉
へ
通
じ
、日
本
海
へ
出
る
。

向
津
具

む

か

つ

く

半
島
、
楊
貴
妃
伝
説

向
津
具
半
島
は
、
大
陸
と
の
関
わ
り
を

想
像
さ
せ
る
場
所
で
あ
る
。
地
名
の
白
木

は
新
羅
か
ら
、
久
原
は
百
済
か
ら
と
も
い

わ
れ
、
ま
た
平
家
落
人
伝
説
も
伝
わ
る
。

照
葉
樹
が
繁
茂
す
る
向
津
具
は
ミ
ス
テ
リ

ア
ス
な
半
島
で
あ
る
。

二
位
ノ
浜
に
残
る
平
家
伝
説
で
は
、
壇

ノ
浦
で
幼
い
安
徳
帝
を
抱
き
海
へ
身
を
投

じ
た
二
位
尼
の
亡
骸
が
潮
に
乗
っ
て
こ
の

浜
に
流
れ
着
い
た
と
あ
る
。
遠
く
離
れ
た

壇
ノ
浦
か
ら
ど
の
よ
う
に
か
不
思
議
さ
は

あ
る
が
、
玄
界
灘
か
ら
対
馬
海
流
に
乗
っ

長門の山々を望む。

熊野山公園から俵山温泉街を望む。山々の稜線が重なり合う。

古くから湯治客の絶えない
俵山温泉。山間のひなびた
温泉郷は訪れる人たちをほ
っとさせてくれる。
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て
き
た
と
い
う
説
に
な
る
。
平
家
伝
説
は

向
津
具
の
各
所
に
あ
り
、
平
家
の
墓
と
い

わ
れ
る
五
輪
塔
が
随
所
に
あ
る
。

真
偽
は
別
に
し
て
、
楊
貴
妃
伝
説
に
つ

い
て
は
、
向
津
具
の
二
尊
院
に
残
さ
れ
た

２
冊
の
古
文
書
に
書
き
と
め
ら
れ
た
伝
承

が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
約
２
０
０
年
前

に
二
尊
院
の
福
林
坊
55
世
住
職
恵
学
和
尚

が
古
老
か
ら
聞
き
と
っ
た
内
容
と
あ
る
。

そ
の
時
代
は
唐
の
天
宝
15
年
（
７
５
６
）

７
月
。
向
津
具
半
島
の
唐
渡
口
に
、
流
れ

着
い
た

船
の
中
に
横
た
わ
る
気
品
の
あ

る
美
し
い
女
性
。
待
女
は
泣
き
な
が
ら

『
こ
の
御
方
は
唐
の
天
子
、
玄
宗
皇
帝
の

愛
妃
楊
貴
妃
と
申
さ
れ
る
。
案
禄
山
の
乱

に
よ
り
処
刑
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
皇
帝
の

お
嘆
き
を
見
る
に
忍
び
な
い
で
近
衛
隊
長

が
密
か
に
お
命
を
助
け
、
こ
の
船
で
逃
れ

さ
せ
、
こ
こ
ま
で
流
れ
着
き
ま
し
た
』
と

話
し
た
と
い
う
。

積
み
重
な
る
墓
群
は
久
津
港
を
見
下
ろ

す
丘
に
あ
り
、
中
央
の
一
段
と
大
き
い
五

輪
塔
が
世
界
３
大
美
女
の
一
人
、
楊
貴
妃

の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

二位ノ浜には、ハマユウの咲く中に「二位局碑」と書かれた石
碑が建っている。

久津港を見下ろす地に、楊貴妃の墓と言い伝えられてきた墓が
ある。

楊貴妃最期の地、馬嵬坡（ば
かいは）に立つ像と同じ白亜
の楊貴妃像。

楊貴妃の里
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東
山
魁
夷
が
描
い
た
海

昭
和
43
年
に
完
成
し
た
皇
居
宮
殿
・
長

和
殿
波
の
間
に
青
海
島
を
モ
デ
ル
に
し
た

と
い
わ
れ
る
縦
約
3
・
8
ｍ
、
横
約
14
・

3
ｍ
の
大
壁
画
が
あ
る
。

「
朝
明
け
の
潮
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
絵
は
、
日
本
画
家
・
東
山
魁
夷
画
伯
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
青
海
島
の

瀬
叢
せ
む
ら

が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。
画
伯

は
こ
の
絵
の
制
作
に
あ
た
り
、
日
本
の
海

の
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
て
１
年
間
を
か
け
て

全
国
の
海
を
巡
っ
た
と
い
う
。
画
伯
は
、

花津浦仏岩

青海島自然研究路から眺める青海島
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十六羅漢

変装行列

瀬叢
せ む ら

そ
の
２
年
後
の
昭
和
46
年
か
ら
奈
良
唐
招

提
寺
に
あ
る
襖
絵
「
濤
声
と
う
せ
い

」
の
制
作
を
始

め
た
。
日
本
の
海
の
集
大
成
だ
と
い
う
こ

の
絵
に
も
青
海
島
の
風
景
が
見
ら
れ
る
。

画
伯
に
と
っ
て
日
本
の
海
の
イ
メ
ー
ジ
は

青
海
島
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

青
海
島
は
、
国
の
名
勝
お
よ
び
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
る
北
長
門
海
岸
国
定
公

園
の
代
表
的
な
景
勝
地
で
あ
る
。
島
の
南

は
波
穏
や
か
な
内
海
の
仙
崎
湾
と
深
川

湾
。
北
に
は
、
日
本
海
の
荒
波
に
よ
っ
て

侵
食
さ
れ
た
断
崖
絶
壁
や
洞
門
、
数
多
く

の
奇
岩
怪
石
が
約
16
km
に
わ
た
っ
て
連
な

る
豪
快
な
風
景
が
開
け
て
い
る
。

青
海
島
の
探
勝
に
は
、
遊
覧
船
で
島
を

一
周
す
る
海
上
コ
ー
ス
と
、
北
海
岸
沿
い

に
続
く
青
海
島
自
然
観
察
路
を
歩
き
な
が

ら
眺
め
る
陸
上
コ
ー
ス
が
あ
る
。
島
め
ぐ

り
は
、
日
本
海
の
風
と
波
が
創
造
し
た
自

然
の
芸
術
を
堪
能
す
る
旅
で
あ
る
。

静
ケ
浦
　
お
静
伝
説

青
海
島
に
ひ
と
つ
の
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。
美
し

い
娘
が
人
魚
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
悲
し
い
話
と
し

て
語
ら
れ
て
き
た
。

長
者
の
ひ
と
り
娘
お
静
は
島
で
も
評
判
の
美
人
だ

っ
た
。
あ
る
日
、
娘
か
わ
い
さ
に
長
者
は
島
の
漁
師

に
頼
ん
で
人
魚
を
捕
ま
え
、そ
の
肉
を
食
べ
さ
せ
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
お
静
は
全
く
年
を
と
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
い
つ
ま
で
も
若
く
美
し
い
ま
ま
の

お
静
、
だ
が
婿
を
と
っ
て
も
先
立
た
れ
る
ば
か
り
、

悩
ん
だ
彼
女
は
数
百
年
生
き
た
後
、
海
に
身
を
投
げ

そ
の
ま
ま
人
魚
に
な
っ
た
と
い
う
。

お
静
が
人
魚
に
な
っ
た
と
い
う
場
所
は
今
で
は
静

ケ
浦
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
日
本
海
の
人
魚
の
話
は
、

遠
い
北
欧
の
人
魚
姫
の
物
語
を
連
想
さ
せ
る
。
青
海

島
め
ぐ
り
は
メ
ル
ヘ
ン
紀
行
の
旅
と
も
な
る
。
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棚
田
を
守
る
人
々

四
方
か
ら
吹
く
風
、
海
原
を
よ
ぎ
り
、

平
野
か
ら
吹
き
上
げ
る
風
は
千
畳
敷
に
立

つ
も
の
を
圧
倒
す
る
。
巨
大
な
風
車
が
天

空
に
そ
び
え
て
悠
々
と
回
る
。

日
本
海
の
絶
景
が
こ
こ
か
ら
向
津
具
半

島
ま
で
続
く
。
日
置
か
ら
油
谷
に
連
な
る

見
事
な
棚
田
の
風
景
で
あ
る
。
特
に
「
日

本
の
棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ
た
油
谷
東
後

畑
地
域
の
棚
田
は
写
真
家
を
魅
了
さ
せ
て

い
る
。
季
節
ご
と
に
、
ま
た
一
日
の
時
を

刻
む
ご
と
に
変
化
す
る
風
景
、
日
本
海
を

風と雲の生まれる千畳敷
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背
景
に
し
た
一
度
き
り
の
チ
ャ
ン
ス
を
狙

っ
て
カ
メ
ラ
を
構
え
る
。

し
か
し
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
棚

田
を
守
っ
て
い
く
不
安
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。

祖
先
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
遺
産
が
後

継
者
不
足
で
荒
廃
し
か
け
て
い
る
の
だ
。

そ
う
し
た
危
機
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し

て
旧
油
谷
町
で
は
、
平
成
16
年
に
棚
田
保

護
条
例
を
制
定
し
た
。
そ
の
後
、
市
民
で

取
り
組
ん
だ
の
が
、
平
成
18
年
に
発
足
し

た
「
ゆ
や
棚
田
景
観
保
存
会
」
で
あ
る
。

保
存
会
で
は
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を
通

し
て
棚
田
を
利
用
す
る
計
画
な
ど
も
立
て

て
い
る
。

日
本
海
の
大
自
然
と
調
和
し
た
棚
田
、

漁
り
火
の
海
と
幾
重
に
も
重
な
る
水
田
の

風
景
、
そ
れ
ら
は
美
し
い
以
上
に
暮
ら
し

の
糧
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ

と
な
の
で
あ
る
。

棚田と漁火

日本海の風を受けて回る風力発電。棚田は新しい時代迎えた。

丁寧にハゼかけされた稲。

棚田で営む人々の暮らしを支えてきたため池。
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三そ
う

ノの

瀬せ

の
け
む
り

登
り
窯
に
火
が
入
る
と
、
ま
る
2
日
か

け
て
薪
が
焚
か
れ
る
。雪
空
の
夜
明
け
前
、

深
川
湯
本
三
ノ
瀬
の
坂
倉
新
兵
衛
窯
で
は

窯
元
を
含
め
て
７
人
が
交
替
し
て
は
一
心

に
薪
を
投
げ
入
れ
て
い
る
。
窯
元
の
坂
倉

氏
は
温
度
計
と
煙
口
を
見
な
が
ら
指
示
を

出
す
。
お
よ
そ
3
m
幅
に
２
列
、
天
井
の

高
さ
ま
で
積
ま
れ
て
い
た
薪
が
次
々
と
炎

に
変
わ
る
。
窯
の
中
で
は
炎
を
受
け
た
柚

薬
が
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
窯
変
し

て
い
く
。

サコンタの水車小屋江戸時代の登り窯は文化財に指定されている。

水車を使って土を砕くサコンタは良質の粘
土を作る。三ノ瀬の萩焼はこのように土づ
くりから始まる。

窯元は一心に温度を見つめる。窯
を焚き始めて2日目の朝を迎えた。
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長
門
深
川
湯
本
三
ノ
瀬
に
窯
が
築
か
れ

て
３
６
０
年
近
く
に
な
る
。
承
応
２
年

（
１
６
５
３
）
に
萩
か
ら
移
り
、
毛
利
藩

御
用
窯
と
し
て
開
窯
し
た
。
現
在
で
は
坂

倉
窯
、
坂
田
窯
、
新
庄
窯
、
田
原
窯
の
４

家
が
作
陶
し
て
い
る
。

萩
焼
の
歴
史

十
六
世
紀
末
、
西
国
の
大
名
た
ち
は
朝

鮮
陶
工
た
ち
を
競
っ
て
招
き
、
窯
を
築
い

た
の
だ
っ
た
。
萩
焼
も
ま
た
、
慶
長
９
年

（
１
６
０
４
）
毛
利
輝
元
が
萩
に
入
っ
た

折
、
広
島
か
ら
と
も
に
移
っ
た
朝
鮮
陶
工

の
李り

勺
光

し
ゃ
っ
こ
う

と
李り

敬け
い

に
萩
松
本
村
中
ノ
倉

（
現
在
の
萩
市
椿
東
中
ノ
倉
）
に
窯
を
築

か
せ
て
藩
の
御
用
窯
と
し
た
の
が
始
ま
り

で
あ
る
。

そ
の
後
、
長
門
深
川
三
ノ
瀬
（
現
在
の

長
門
市
深
川
湯
本
三
ノ
瀬
）に
分
窯
さ
れ
、

長
門
の
窯
を
「
深
川
ふ
か
わ

焼
」、
松
本
の
窯
を

「
松
本
焼
」
と
称
し
た
。
両
者
を
「
萩
焼
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
代
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。

明
治
以
前
、
藩
の
御
用
窯
は
長
く
保
護

さ
れ
て
大
勢
の
弟
子
た
ち
が
こ
の
地
に
い

た
。
維
新
以
後
、
多
く
の
陶
工
た
ち
は
、

藩
主
の
い
な
く
な
っ
た
窯
元
か
ら
別
の
地

へ
移
動
し
て
し
ま
っ
た
。
大
正
時
代
に
は

７
軒
の
窯
元
が
あ
っ
た
と
い
う
。

萩
を
離
れ
て
築
か
れ
た
三
ノ
瀬
の
里
に

は
、
今
も
、
凛
と
し
た
伝
統
と
藩
主
に
愛

用
さ
れ
た
深
川
焼
の
温
も
り
が
残
っ
て
い

る
。
谷
間
に
一
歩
入
る
と
、
そ
こ
だ
け
藩

政
時
代
の
空
気
が
す
っ
と
流
れ
て
い
く
。

窯を焚き始めて2日目の朝

第15代坂倉新兵衛氏

広い窯の奥から手前まで均等に、火の中に薪が投げ込まれていく。
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古
典
芸
能
の
原
形
を
見
る

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
劇
場
を
連
想
さ
せ
る

円
形
の
野
外
劇
場
、
赤
崎
神
社
楽
桟
敷
は

中
央
の
低
い
場
所
が
舞
台
に
な
っ
て
い

る
。
昭
和
38
年
に
国
の
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
楽
桟
敷
は
、
慶
長

元
年
（
１
５
９
６
）、
北
長
門
一
帯
に
牛

馬
の
疫
病
が
流
行
し
た
と
き
、
赤
崎
神
社

に
平
癒
を
祈
願
し
た
村
人
が
、
そ
の
立
願

成
就
を
祝
っ
て
楽
踊
を
奉
納
し
た
時
に
つ

く
ら
れ
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
後
期
に
は

歌
舞
伎
舞
台
も
つ
く
ら
れ
、
観
客
た
ち
は

俵山女歌舞伎 向津具の楽踊り

俵山子ども歌舞伎
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各
家
の
指
定
さ
れ
た
座
敷
に
座
り
、
芝
居

見
物
を
楽
し
ん
だ
。
長
門
独
自
の
芸
能
文

化
が
あ
っ
た
の
だ
。

伝
承
か
ら
創
造
へ

長
門
に
お
け
る
芸
能
文
化
へ
の
関
心
は

高
い
。
も
と
も
と
俵
山
女
歌
舞
伎
や
近
松

門
左
衛
門
出
生
伝
承
が
あ
り
、
古
典
芸
能

の
土
台
は
あ
っ
た
。

俵
山
で
は
地
元
の
小
・
中
学
生
に
女
歌

舞
伎
を
教
え
て
保
存
に
つ
と
め
て
い
る
。

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
は
、「
な
が
と
近
松

実
験
劇
場
」
に
よ
る
近
松
門
左
衛
門
の
名

作
を
現
代
劇
に
し
た
舞
台
を
展
開
し
、
地

方
か
ら
の
文
化
を
発
信
し
て
き
た
。
さ
ら

に
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
、
海
外
の
民
俗
芸
能

な
ど
を
上
演
し
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
舞

台
芸
術
へ
の
関
心
を
高
め
て
き
た
。
ラ
ポ

ー
ル
ゆ
や
で
も
、
平
成
14
年
に
発
足
し
た

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
地
域
で
応

援
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
市
民
の
積
極
的

な
文
化
活
動
が
、
長
門
で
の
新
し
い
文
化

の
創
造
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

湯本南条踊り油谷こどもミュージカル（ラポールゆや）

赤崎神社楽桟敷

ルネッサながと

滝坂神楽舞

ラポールゆや
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自然と人がやすらぐ
安全なまち

美しい海岸線、ゲンジボタルやエビネ、ハマユウ等の貴重な動
植物など、恵まれた自然は地域の誇りです。都市化や地域開発が
進み、地球環境が悪化する中、人々にやすらぎと潤いを与える自
然環境を後世に受け継いでいくことは重要な課題です。
自然と共生した地域社会、リサイクルなどによる循環型の地域

社会の形成をめざして、恵まれた自然環境の保全と活用を図ると
ともに、市民が快適に生活できるまちづくりを進めます。
また、防災・防犯・交通安全対策などを強化し、安全で安心し

て暮らせるまちづくりを進めます。

主要施策
●●循循環環型型社社会会のの形形成成
自然環境の保全
環境衛生の推進
地球環境対策の推進
●●一一体体的的なな景景観観のの形形成成
景観の保全・創出
市民参加の環境・景観づくり
●●都都市市機機能能のの強強化化
都市基盤の整備
計画的な土地利用の推進
●●総総合合交交通通対対策策のの推推進進
道路整備の推進
生活交通網の充実
交通安全対策の推進
●●住住環環境境のの整整備備
住宅供給の促進
公園・緑地の整備
上下水道の整備
●●防防災災・・防防犯犯体体制制のの強強化化
自然災害防止対策の強化
防犯体制の強化
消防・救急体制の強化
●●情情報報通通信信網網のの整整備備・・充充実実
高度情報基盤の整備・充実　
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6次産業が栄えるまち
世界的な産業再編、景気低迷の長期化などにより、国内産業は

厳しい状況が続いています。こうした状況を地域ぐるみで打開す
るため、地元産業界をはじめ、高等教育機関や研究機関と連携、
また、Ｕ・Ｊ・Ｉターン者の技術・知識を生かしながら、21世
紀の多様で高度な消費者ニーズに応えられる６次産業を中心とし
た、活力ある地域産業の育成に努めます。
そのために、豊かな地域資源を生かしながら農林水産業と商工

業を融合し、新たな需要の創造を図るとともに、観光資源のネッ
トワーク化により、体験・滞在・反復型の観光振興を図り、すべ
ての市民がはつらつと働く、活力に満ちたまちづくりを進めます。

主要施策
●●６６次次産産業業づづくくりりのの推推進進
農林業の振興
水産漁業の振興
商工業の振興
産業連携の推進
●●体体験験・・滞滞在在・・反反復復型型のの観観光光地地づづくくりりのの推推進進
体験型観光の推進
滞在型観光の推進
反復型観光の推進
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生きがいと
笑顔があふれるまち

少子高齢化が進む中、21世紀を担う子どもたちがすこやかに
生まれ育つよう、子育ての社会的な支援と、生涯にわたって住民
が健康で安心して暮らし、積極的に社会参加できる環境づくりが
求められています。
まちぐるみで健康づくり・生きがいづくりに取り組み、ライフ

サイクルに応じて、質・量ともに充実した保健・医療・福祉・介
護のサービスが受けられるまちづくりを進めます。
また、ボランティア活動の活性化を促進し、高齢者や障害者な

どを地域で見守り、子どもを育て、市民一人ひとりが生きがいに
満ち、笑顔あふれるまちづくりを進めます。

主要施策
●●ままちちぐぐるるみみ健健康康づづくくりりのの推推進進
自主的な健康づくりの推進
地域保健・医療の充実
地域支援体制の充実
●●高高齢齢者者施施策策のの充充実実
高齢者福祉サービスの充実
介護保険の充実
生きがいづくりの推進
●●障障害害者者施施策策のの充充実実
障害者福祉サービスの充実
自立と社会参加の推進
●●児児童童福福祉祉のの充充実実
保育サービスの充実
地域子育て支援の充実
●●地地域域福福祉祉のの推推進進
地域福祉サービスの充実
国民健康保険・国民年金の充実



32

個性豊かに人が輝くまち
ゆとりと個性を尊重する教育、生きる力を育む教育へ向けた教

育改革が進む中、心の豊かさを実感できる生活の実現が求められ
ています。
国際的な視野にたって、これからの社会を担う子どもたちの育

成を図るとともに、子どもから高齢者まで、生涯を通じて学習し、
豊かな交流が生まれるまちづくりを進めます。
また、地域の伝統的な歴史や文化を継承するとともに、地域の

個性を活かした新たな文化を創造し、市民一人ひとりが個性豊か
に輝くまちづくりを進めます。

主要施策
●●学学校校教教育育・・幼幼児児教教育育のの充充実実
就学前教育の充実
学校教育の充実
地域教育の推進
●●生生涯涯学学習習のの推推進進
生涯学習・スポーツの推進
人材・団体の育成
●●個個性性がが輝輝くく文文化化のの創創造造
伝統文化の保存・継承
文化・芸術活動の振興
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みんなで創り、
自分発信するまち

活力と魅力あるまちをつくるためには、市民一人ひとりが主人
公となることが重要です。
市民一人ひとりが、まちづくり活動に積極的に参加しながら、

市民と行政がともに考え､ともに行動するまちづくりを進めると
ともに、市民一人ひとりが自分発信できるまちづくりを推進しま
す。

主要施策
●自自分分発発信信ののままちちづづくくりりのの推推進進
男女共同参画の推進
市民活動の活性化
地域コミュニティの活性化
●●市市民民とと行行政政ののパパーートトナナーーシシッッププのの確確立立
市民参加の仕組みづくり
情報の共有の推進
効率的な行政運営の推進
財政運営の効率化
広域行政の推進
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④
香
月
泰
男
美
術
館

香
月
泰
男
の
代
表
作
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ

リ
ー
ズ
の
原
画
を
は
じ
め
、
素
描
や

オ
モ
チ
ャ
な
ど
、
画
伯
の
没
後
香
月

家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
作
品

が
収
蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。
館
内

に
は
生
前
の
ま
ま
の
ア
ト
リ
エ
が
復

元
さ
れ
、
年
３
回
開
催
さ
れ
る
企
画

展
で
は
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
と
は

違
う
も
う
一
人
の
香
月
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
る
。

香
月
ロ
ー
ド

県
道
秋
芳
三
隅
線
か
ら
香
月
泰
男
美

術
館
へ
向
か
う
市
道
湯
免
辻
並
線
に

は
、
香
月
画
伯
の
つ
く
っ
た
オ
モ
チ

ャ
を
か
た
ど
っ
た
５
体
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
立
ち
並
び
、
四
季
を
彩
る
街

路
樹
と
と
も
に
、
訪
れ
る
人
を
美
術

館
へ
誘
う
。

⑤
松
島
キ
ャ
ン
プ
場

磯
か
ら
広
が
る
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
青

い
海
と
空
。
風
光
明
媚
な
松
島
海
岸

と
隣
接
し
、
海
水
浴
や
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
も
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ
場
。宿
泊
、

日
帰
り
に
利
用
可
。

②
長
門
温
泉
郷
五
名
湯
湯
免
温
泉

そ
の
昔
、
ウ
サ
ギ
が
矢
傷
を
癒
し
た

と
も
弘
法
大
師
が
一
夜
夢
想
に
よ
り

発
見
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
温
泉

郷
。
通
常
の
４
倍
の
ラ
ジ
ウ
ム
含
有

量
を
誇
り
、
美
肌
、
神
経
痛
、
皮
膚

病
等
に
効
果
が
あ
る
。
泉
質
は
ア
ル

カ
リ
性
単
純
弱
放
射
能
温
泉
。

③
湯
免
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

大
浴
場
・
露
天
風
呂
・
打
た
せ
湯
・

気
泡
風
呂
・
サ
ウ
ナ
・
カ
ラ
オ
ケ
等

を
完
備
し
た
多
目
的
施
設
。

⑮
王
子
山
公
園

金
子
み
す
ゞ
が
仙
崎
八
景
の
一
つ
と

し
て
詠
ん
だ
王
子
山
。
仙
崎
半
島
を

は
じ
め
市
街
地
を
一
望
で
き
、
桜
の

名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

⑯
青
海
島
高
山
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

青
海
島
の
最
高
峰
高
山
の
中
腹
に
位

置
す
る
海
と
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
キ
ャ
ン
プ
場
。
眼
下
に
沈
む
夕

陽
や
海
上
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
漁
り

火
が
楽
し
め
る
。

①
い
こ
い
の
森
三
隅

自
然
と
触
れ
あ
え
る
森
林
公
園
。
見

晴
ら
し
の
丘
で
は
日
本
海
が
一
望
で

き
、
青
海
島
や
松
島
な
ど
の
風
景
が

楽
し
め
る
。
野
鳥
や
水
辺
の
景
観
を

楽
し
む
コ
ー
ナ
ー
や
散
策
道
、
休
憩

施
設
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
市
民
の
安

ら
ぎ
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

⑪
青
海
島

国
の
名
勝
お
よ
び
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
る
北
長
門
海
岸
国
定
公
園
の

代
表
的
な
景
勝
地
。
日
本
海
の
荒
波

で
浸
食
さ
れ
た
断
崖
絶
壁
や
洞
門
、

数
多
く
の
奇
岩
怪
石
が
連
な
る
海
岸

線
は
「
海
上
ア
ル
プ
ス
」
と
称
さ
れ

る
。
海
岸
風
景
の
探
勝
に
は
、
遊
覧

船
で
島
を
一
周
す
る
海
上
コ
ー
ス
と

青
海
島
自
然
研
究
路
を
歩
き
な
が
ら

眺
め
る
陸
上
コ
ー
ス
が
あ
る
。

青
海
島
自
然
研
究
路

眼
下
に
青
海
島
の
雄
大
な
景
観
を
眺

め
な
が
ら
自
然
を
観
察
で
き
る
散
策

道
。
総
延
長
１
９
０
０
ｍ
で
、
随
所

に
植
物
群
落
や
名
勝
に
つ
い
て
の
解

説
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
夏
の
夕

陽
と
漁
り
火
、
冬
の
逆
巻
く
怒
涛
が

海
面
を
真
っ
白
に
染
め
て
岩
々
に
打

ち
砕
け
る
様
は
絶
好
の
眺
め
。

⑫
青
海
島
キ
ャ
ン
プ
場
／
青
海
島
海
水

浴
場

青
海
島
陸
上
観
光
の
拠
点
、
船
越
に

あ
る
通
年
開
設
の
キ
ャ
ン
プ
場
。
併

設
の
青
海
島
海
水
浴
場
で
は
海
水
浴

や
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
の
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
が
楽
し
め
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
休
憩
棟
、
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
室
、
炊
事
棟
、
売
店
、
食

堂
な
ど
の
施
設
を
設
置
。

⑬
西
圓
寺
／
上

元
禄
９
年
（
１
６
９
６
）
の
創
建
と

伝
わ
る
浄
土
宗
の
古
刹
。
世
界
最
初

の
日
曜
学
校
の
発
祥
地
と
し
て
も
有

名
。
本
堂
と
山
門
は
県
の
有
形
文
化

財
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

⑭
夏
み
か
ん
原
樹
／
下

大
日
比
に
あ
る
日
本
の
ナ
ツ
ミ
カ
ン

の
原
樹
で
国
指
定
の
史
跡
お
よ
び
天

然
記
念
物
。
安
永
年
間
に
西
本
チ
ョ

ウ
と
い
う
女
性
が
海
岸
に
流
れ
つ
い

た
果
実
か
ら
種
子
を
播
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
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⑳
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

西
日
本
随
一
の
舞
台
機
構
を
有
す
る

劇
場
と
２
４
０
０
人
収
容
可
能
な
多

目
的
ア
リ
ー
ナ
を
併
設
し
た
芸
術
と

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設
。
江
戸
時
代

の
芝
居
小
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
つ
く

ら
れ
た
劇
場
で
は
、
伝
統
的
な
雰
囲

気
の
中
で
新
し
い
文
化
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑱
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
　

み
す
ゞ
が
暮
ら
し
た
大
正
時
代
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
館
内
は
、
新
し
く
懐
か

し
い
雰
囲
気
。
金
子
文
英
堂
や
み

す
ゞ
の
部
屋
が
再
現
さ
れ
、
彼
女
の

遺
品
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
資
料
と

映
像
で
み
す
ゞ
の
魅
力
を
あ
ま
す
こ

と
な
く
楽
し
め
る
。

仙
崎
み
す
ゞ
通
り

J
R
仙
崎
駅
か
ら
北
に
向
か
う
約
１

km
の
通
り
。
お
休
み
処
や
金
子
み

す
ゞ
ゆ
か
り
の
地
を
示
す
標
柱
な
ど

が
あ
り
、
各
家
の
軒
下
に
は
み
す
ゞ

の
詩
を
木
札
に
し
て
掲
示
し
て
あ

る
。
ま
た
、
毎
年
８
月
初
旬
に
開
催

さ
れ
る
「
み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り
」

に
は
、
約
３
０
０
本
の
笹
飾
り
が
通

り
を
彩
り
、
み
す
ゞ
が
暮
ら
し
た
当

時
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

⑲
み
す
ゞ
公
園
　

金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
登
場
す
る
木
や

草
花
が
植
え
ら
れ
、
６
基
の
詩
碑
が

あ
る
。
頂
上
の
「
丘
の
上
展
望
台
」

か
ら
は
、
王
子
山
か
ら
見
え
る
風
景

と
は
違
っ
た
仙
崎
を
一
望
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

⑩
く
じ
ら
資
料
館

国
指
定
重
要
民
俗
文
化
財
の
「
長
門

の
捕
鯨
用
具
」
を
は
じ
め
、
古
式
捕

鯨
に
つ
い
て
の
資
料
を
保
存
・
展
示

す
る
資
料
館
。
鯨
と
共
に
生
き
た
漁

師
の
写
真
や
古
式
捕
鯨
の
道
具
な

ど
、
貴
重
な
資
料
が
鯨
と
の
深
い
絆

を
伝
え
て
く
れ
る
。

⑦
村
田
清
風
記
念
館
／
上

毛
利
藩
の
藩
政
改
革
で
手
腕
を
揮
っ

た
郷
土
の
先
賢
村
田
清
風
と
周
布
政

之
助
の
功
績
と
人
柄
を
遺
品
や
資
料

を
通
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
三
隅
地

区
に
残
る
民
俗
資
料
も
展
示
。

三
隅
山
荘
（
村
田
清
風
旧
宅
）
／
下

明
治
維
新
の
基
礎
づ
く
り
を
成
し
遂

げ
た
村
田
清
風
の
旧
宅
。
記
念
館
近

く
の
大
歳
山
に
あ
る
墓
所
と
と
も
に

国
の
史
跡
に
指
定
。
柴
田
式
籾
倉
や

湯
殿
、
馬
小
屋
、
尊
聖
堂
等
が
あ
る
。

⑧
早
川
家
住
宅
／
上

江
戸
時
代
の
網
元
の
邸
宅
で
国
指
定

の
重
要
文
化
財
。
18
世
紀
後
半
の
建

築
と
い
わ
れ
、
白
壁
の
土
蔵
造
り
で

一
部
2
階
建
。
壁
に
は
鯨
の
油
が
塗

ら
れ
て
い
る
と
伝
わ
る
。

⑨
鯨
墓
／
下

通
漁
港
を
見
下
ろ
す
清
月
庵
に
あ
る

鯨
の
胎
児
の
墓
。
元
禄
５
年
（
１
６

９
２
）
に
建
立
さ
れ
、
高
さ
約
２
ｍ
。

捕
獲
さ
れ
た
母
鯨
を
解
体
し
た
と
き

に
出
た
胎
児
を
村
人
が
手
厚
く
弔
っ

た
も
の
で
72
頭
が
眠
る
。
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

⑥
野
波
瀬
つ
り
デ
ッ
キ

仙
崎
湾
に
ポ
ッ
カ
リ
と
浮
か
ぶ
海
上

釣
り
デ
ッ
キ
。
ト
イ
レ
も
完
備
さ
れ

た
デ
ッ
キ
で
は
、
チ
ヌ
や
カ
レ
イ
、

キ
ス
な
ど
が
釣
れ
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
の
ん
び
り
と
太
公
望
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

⑰
青
海
島
シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
エ
ア

大
き
な
鯨
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
迎
え

て
く
れ
る
青
海
島
観
光
の
拠
点
。
海

上
ア
ル
プ
ス
青
海
島
を
一
周
す
る
観

光
遊
覧
船
の
発
着
の
場
所
で
も
あ

る
。
ま
た
、
仙
崎
港
が
引
揚
港
で
あ

っ
た
こ
と
の
歴
史
を
刻
む
引
揚
記
念

碑
が
立
つ
。



赤
崎
神
社
楽
桟
敷

江
戸
時
代
中
期
に
す
り
鉢
状
の
地
形

を
生
か
し
て
つ
く
ら
れ
た
野
外
の
桟

敷
席
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
遺
構
で

国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
毎
年
９
月
10
日
に
は

湯
本
南
条
踊
り
や
楽
踊
り
な
ど
の
民

俗
芸
能
が
奉
納
さ
れ
る
。
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龍
宮
の
潮
吹
／
上
　

日
本
海
か
ら
打
ち
寄
せ
る
波
が
水
面

下
の
洞
窟
と
連
な
り
音
を
た
て
て
、

30
ｍ
も
吹
き
上
が
る
。
飛
び
散
る
し

ぶ
き
は
太
陽
を
反
射
し
て
銀
の
砂
を

ま
く
よ
う
な
光
景
が
見
ら
れ
る
。
国

指
定
の
天
然
記
念
物
お
よ
び
名
勝
。

立
石
観
音
／
下

大
き
さ
、
景
観
と
も
に
日
本
有
数
の

夫
婦
岩
。
頂
上
に
は
島
原
の
乱
後
に

伝
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
金
箔
を
ほ

ど
こ
し
た
木
造
の
観
音
菩
薩
立
像
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。

千
畳
敷
／
上

標
高
３
３
３
ｍ
の
高
台
に
広
が
る
草

原
。
眼
下
に
は
大
陸
へ
と
続
く
日
本

海
の
海
原
が
広
が
り
、
ま
さ
に
「
日

本
海
を
望
む
大
広
間
」。
イ
カ
釣
り

の
季
節
に
な
る
と
海
上
一
面
に
広
が

る
無
数
の
漁
り
火
が
楽
し
め
る
。

日
置
ウ
ィ
ン
ド
パ
ー
ク
／
下

千
畳
敷
に
隣
接
す
る
風
力
発
電
所
。

千
畳
敷
へ
と
駆
け
上
が
る
強
い
風
が

風
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い

る
。

菅
無
田
公
園

千
畳
敷
眼
下
に
あ
る
親
水
公
園
。
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
な
る
と
赤
や

ピ
ン
ク
の
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
１
万
８

千
本
が
「
い
ろ
ど
り
の
丘
」
を
き
れ

い
に
飾
り
、
甘
い
香
り
が
ほ
の
か
に

漂
う
。

長
門
温
泉
郷
五
名
湯
湯
本
温
泉

応
永
34
年
（
１
４
２
７
）、
大
寧
寺

の
定
庵
禅
師
が
座
禅
を
し
て
い
る
と

き
に
、
住
吉
大
明
神
か
ら
の
お
告
げ

で
発
見
し
た
と
伝
わ
る
古
湯
。
江
戸

時
代
に
は
藩
主
毛
利
公
も
た
び
た
び

訪
れ
た
と
い
う
。
湯
の
ま
ち
を
流
れ

る
音
信
川
（
お
と
ず
れ
が
わ
）
に
は

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
舞
い
、
カ
ジ
カ
の

鳴
き
声
が
響
く
。
泉
質
は
ア
ル
カ
リ

性
単
純
温
泉
で
胃
腸
病
や
リ
ウ
マ
チ

等
に
効
果
が
あ
る
。

長門路、東から西へ

妙
見
山
展
望
公
園
／
上

標
高
２
７
５
ｍ
の
頂
上
か
ら
は
、
波

静
か
な
油
谷
湾
と
波
涛
の
日
本
海
が

一
望
で
き
る
視
界
３
６
０
度
の
大
パ

ノ
ラ
マ
公
園
。
夏
に
は
漁
り
火
、
遠

く
は
見
島
や
角
島
を
望
め
る
。

長
門
温
泉
郷
五
名
湯
油
谷
湾
温
泉
／
下

美
し
い
油
谷
湾
を
眼
下
に
望
む
高
台

に
あ
る
温
泉
。
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性

単
純
温
泉
で
神
経
痛
や
皮
膚
病
等
に

効
能
が
あ
る
。

只
の
浜
海
水
浴
場

深
川
湾
沿
い
に
弓
状
に
の
び
る
１
５

０
０
ｍ
の
海
浜
で
、
沖
に
青
海
島
、

東
西
に
仙
崎
と
黄
波
戸
を
望
む
遠
浅

で
砂
浜
の
海
水
浴
場
。
毎
年
多
く
の

海
水
浴
客
で
賑
わ
う
。

大
寧
寺

応
永
17
年
（
１
４
１
０
）、
大
内
氏

の
支
族
、
当
時
の
長
門
守
護
代
鷲
頭

弘
忠
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
曹
洞
宗

屈
指
の
名
刺
。
大
内
氏
終
焉
の
地
と

し
て
知
ら
れ
、
裏
手
に
は
大
内
義
隆

主
従
の
墓
が
ひ
っ
そ
り
と
立
ち
並

ぶ
。
大
寧
寺
川
に
架
か
る
盤
石
橋
は

「
防
長
三
奇
橋
」
の
一
つ
。

21222324
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二
位
ノ
浜
海
水
浴
場

白
浜
と
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
が
調

和
し
た
美
し
い
海
岸
。
浜
に
は
自
生

北
限
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
ハ
マ
ユ

ウ
の
群
落
が
あ
り
、
夏
に
は
一
面
に

白
い
花
を
咲
か
せ
る
。
二
位
ノ
浜
の

名
の
由
来
は
、
源
平
壇
ノ
浦
の
合
戦

で
幼
い
安
徳
天
皇
を
抱
き
海
中
に
身

を
投
じ
た
二
位
の
局
が
流
れ
着
い
た

と
い
う
伝
説
に
よ
る
。

俵
島

油
谷
湾
の
入
口
、
向
津
具
半
島
の
突

端
に
あ
る
小
島
。
玄
武
岩
の
柱
状
節

理
か
ら
な
り
、
直
立
、
斜
立
、
横
臥

と
す
ば
ら
し
い
景
観
を
見
せ
、
地
質

学
上
貴
重
な
財
産
。
国
指
定
の
名
勝

お
よ
び
天
然
記
念
物
。

長
門
温
泉
郷
五
名
湯
俵
山
温
泉

平
安
時
代
中
期
、
薬
師
如
来
の
化
身

で
あ
る
白
猿
が
発
見
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
古
く
か
ら
効
能
の
高
い
療
養
本

意
の
湯
治
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉

で
、ア
ル
カ
リ
含
有
量
は
日
本
有
数
。

神
経
痛
や
リ
ウ
マ
チ
等
に
効
果
が
あ

る
。

川
尻
岬
／
上

長
門
市
の
最
北
端
、
本
州
最
西
北
端

に
あ
る
岬
。
海
に
囲
ま
れ
た
岬
周
辺

は
、
絶
好
の
漁
場
で
多
く
の
釣
り
客

が
訪
れ
、
夏
は
キ
ャ
ン
プ
も
楽
し
め

る
。
西
側
に
は
楊
貴
妃
の
漂
着
地
と

伝
わ
る
唐
渡
口
が
あ
る
。

楊
貴
妃
の
里
と
二
尊
院
／
下

真
言
宗
の
古
刹
、
二
尊
院
の
境
内
に

は
楊
貴
妃
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
五
輪

塔
が
あ
る
。
二
尊
院
周
辺
は
、
中
国

の
馬
嵬
坡
に
あ
る
楊
貴
妃
像
と
同
じ

白
亜
の
石
像
が
建
立
さ
れ
、
中
国
風

の
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
公
園
「
楊
貴

妃
の
里
」と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

伊
上
海
浜
公
園

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
／
上

自
然
に
囲
ま
れ
潮
の
香
り
が
満
喫
で

き
る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
。
波
の
せ

せ
ら
ぎ
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め

る
。
海
辺
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
適
し

た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
県
内
外
か
ら
訪
れ

る
愛
好
者
が
多
い
。

伊
上
海
浜
公
園

Ｙ
Ｙ
ビ
ー
チ
3
5

0
／
下

キ
ャ
ン
プ
場
の
西
側
に
あ
る
砂
浜
の

海
水
浴
場
。
シ
ー
ズ
ン
中
は
カ
メ
と

潜
水
艦
の
遊
具
が
浮
か
び
、
家
族
連

れ
で
楽
し
め
る
。

大
浜
海
水
浴
場

珊
瑚
礁
の
リ
ゾ
ー
ト
ビ
ー
チ
さ
な
が

ら
の
白
砂
海
岸
。
真
夏
の
太
陽
と
紺

碧
の
海
を
求
め
て
多
く
の
人
が
海
水

浴
や
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
る
。
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
に
は
日
本
海
特
有
の
波
が
押

し
寄
せ
、
サ
ー
フ
ァ
ー
に
最
も
人
気

の
あ
る
海
岸
と
し
て
有
名
。

長
門
温
泉
郷
五
名
湯
黄
波
戸
温
泉

深
川
湾
を
挟
み
対
岸
に
青
海
島
、
仙

崎
を
一
望
で
き
る
高
台
に
あ
る
温

泉
。
露
天
風
呂
で
は
、
日
本
海
を
眺

め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ

る
。
泉
質
は
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ

ウ
ム
塩
化
物
泉
で
、
神
経
痛
や
関
節

痛
等
に
効
果
が
あ
る
。

麻
羅
観
音
／
上

湯
本
大
寧
寺
で
果
て
た
大
内
義
隆
の

遺
児
が
俵
山
で
捕
え
ら
れ
、
男
児
で

あ
っ
た
証
拠
に
男
根
を
切
り
取
ら
れ

殺
さ
れ
た
の
を
里
人
が
哀
れ
ん
で
社

を
建
て
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

る
。
子
孫
繁
栄
を
願
う
参
拝
者
が
絶

え
な
い
。

熊
野
山
公
園
／
下

俵
山
温
泉
街
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ

り
、
ツ
ツ
ジ
と
サ
ク
ラ
の
名
所
。
特

に
ツ
ツ
ジ
は
洋
種
・
和
種
合
わ
せ
て

約
１
万
本
が
植
栽
さ
れ
、
４
月
下
旬

か
ら
６
月
下
旬
ま
で
園
内
を
カ
ラ
フ

ル
に
彩
る
。
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p . 3 4 - 3 7

Nagato roads, going east to west

Ikoinomori Misumi Park

Omijima Island

Taineiji TempleYumoto Hot Spring

The original tree of
Natsumikan 
(Citrus natsudaidai Hayata) 

Senzaki viewd from Mt.
Oji

Kaneko Misuzu
Memorial Museam

Seaside square 

Renaissa Nagato Gakusajiki
(Spectators' gallery)

Tawarayama Hot Spring Mara Kannon, goddess of
Mercy

Misuzu Park

Saienji Temple

Kumanoyama park Kiwado Hot Spring Niinohama Beach Resort Senjyojiki Park

Tadanohama Beach Resort

Omijima Takayama Auto
Camp Site

Ryugunosiofuki, Goddess
of Mercy

Tateishi KannonSugamuta Park Mt. Myoken View Park 

Ohama Beach Kawashiri Cape Yang Guigei ParkIgami seaside Park 
“YY Beach 350”

Igami Auto Camp Site Tawarashima

Heki Wind  Park Yuyawan Hot Spring

Yumen Hot Spring Kazuki Yasuo Museam of
Art 

Matusima Camp Site Nobase Deck fishing Murata Seifu Memorial
Hall 

Misumi Villa 
(Murata Seifu's former res-
idence)

The old house of historical-
ly famous Hayakawa Family

Whale Tomb Whale Museum Omijima  Camp Site &
Beach 



from the Edo period called the Akasaki Shrine
Amphitheater.  It is circular, built like an ancient
Greek theater. This theater was originally built to offer
dancing at the shrine, but later it also staged other per-
formances, including Kabuki. The style of theater is
very unusual in Japan and, thus, is designated as
national cultural property. Even today it is still used
for dancing and other festive events. 

Furthermore, there is a girls’ Kabuki theater in
Tawarayama. In 1851, Tawarayama Hot Spring was
destroyed in a fire, and Kabuki was performed to
appease the gods. After that, traveling actors, who
came for that performance, began to settle in this area
and established a local tradition of Kabuki. Even
today, Kabuki is still taught to children, and wonderful
children’s Kabuki is often performed. 

Two new theaters are Renaissa Nagato and Raporu
Yuya. Nagato provides various types of performances
here, from classical to contemporary. 

p.28-33

Nagato’s vision, A fresh breeze
– A future city of smiling faces against
a bountiful sea and land –

Nagato is experiencing a
period of many changes.
The future of Nagato will
be furthered and secured
by efforts on many fronts.
The city industry will be
strengthened with a focus
on the development of the
“sixth industry,” combin-
ing agriculture, forestry,
fisheries, manufacturing,

commerce, and tourism. Nagato also will utilize com-
munity-building strategies to insure positive living
environment and satisfied citizens.

Nagato city has developed a plan of action for
building a stronger community, with five basic goals
in mind.  

1. A city protecting both nature and people 
2. A city of flourishing “sixth industry” 
3. A city with purpose and smiling faces
4. A city of individuality
5. A city of cooperative thinking and self-expression
Note: Primary industry refers to agriculture, forestry and fishing.
Secondary industry is manufacturing. Tertiary industry means the
service industries, such as commerce or tourism. “Sixth industry”
is a unique concept that sums primary (first), secondary (second),
and tertiary (third) industry—in other words, 1+2+3=6.  This
phrase describes the city’s aim of achieving new industry through
the fusion of the three basic industries.

1. A city protecting both nature and people 
Nagato’s spectacular natural environment is a

source of immense local pride. The city is blessed with
beautiful coastline and unique flora and fauna, such as
fireflies, calanthe orchids, and crinum lilies. On the
global level, the environment is suffering due to the

advance of urbanization and regional development.
Thus it even more important to preserve the natural
environment so that future generations can enjoy the
peace of mind nature provides.

Nagato is striving to form a society that can coexist
with nature by promoting conservation awareness and
recycling programs. The city is also building a com-
munity founded on the security and safety of its citi-
zens through strengthening crime prevention, disaster
prevention, and traffic safety among others.

2. A city of flourishing “sixth industry”
Japanese industry is suffering from a combination

of factors including worldwide industrial reorganiza-
tion and prolonged economic stagnation.

In order to guide the city as a whole out of these
conditions, Nagato is making efforts, in cooperation
with local industrial circles, higher educational institu-
tions, and research institutes. The city is also utilizing
the skills and knowledge of all its citizens; those who
have returned here to their birthplace, those born in
other rural settings and those who moved here from
major metropolitan areas. Nagato is fostering dynamic
local industries based on the “sixth industry” model to
meet the diverse, high-level needs of the twenty-first
century consumer.

Fusing the primary, secondary, and tertiary indus-
tries to form a “sixth industry” will generate new
demand and make full use of abundant local resources.
The tourism industry will also be strengthened through
the facilitation of tourist-resource networking. Nagato
wishes to promote all types of tourism. Experience
tourism allows visitors to find out what it is like to
actually like to live in Nagato. Efforts are also being
made to encourage tourists to stay in Nagato while
exploring the surrounding region. These efforts cou-
pled with increased repeat-visitors will bolster
Nagato’s tourism industry. Industry vitalization and
dynamic community building are the key elements in
constructing a Nagato where all citizens can work with
vigor.

3. A city with purpose and smiling faces
Japan is currently experiencing a declining birthrate

and aging population. It has become the responsibility
of local communities to support child raising and
health services to allow a robust populace to lead
Japan in the twenty-first century. Nagato is doing its
part to build a healthy, safe environment for its citi-
zens.

The city is tacking health management on a com-

munity-wide basis. It is vital to tailor the public health,
medical, and welfare services to each citizen accord-
ing to their needs. Providing all citizens with appropri-
ate quantity and quality of service will allow them to
live meaningful lives throughout their life cycles. 

Nagato is also encouraging volunteer activities,
building a community that assists in child raising and
the care of elderly and disabled persons. By maintain-
ing a healthy, happy population of all age groups,
Nagato will become a city full of purposeful, smiling
faces.

4. A city of individuality 
Japan is undergoing educational reforms designed

to create a pressure-free educational environment that
fosters individualism and strong will. Nagato has also
come to the realization that a truly modern lifestyle
requires a sense of spiritual fulfillment as well as evi-
dent success. 

Looking to international examples, Nagato is rais-
ing its children to be leaders of society in the future.
By fostering community building, Nagato hopes its
citizens will learn and participate in enriching
exchange not only in childhood, but throughout their
entire lives.

In constructing a new community, Nagato hopes to
not only maintain the area’s traditional history and cul-
ture, but also create new culture and forge new history
by capitalizing on the originality and individualism of
its citizenry. 

5. A city of cooperative thinking and self-
transmission

In order to develop Nagato to its fullest potential,
each and every citizen must play a leading role.

By encouraging all members of society to partici-
pate actively in community-building activities, Nagato
is promoting a city in which both citizens and govern-
ment think and act together and in which every person
can express themselves.   
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when whales migrated through the Sea of Japan. In the
past, people called this area, “Kitaura,” which means
Northern Bay. Old-style whaling flourished in Kitaura,
from the Edo period until the Meiji period. In this old-
style of whaling, whales in the bay were caught with
net and killed by fishermen called hazashi, who would
climb onto the whale’s back to do their work. This old
style of whaling took place in the middle of winter and
was extremely dangerous, so the technique frequently
caused injury and even loss of human life. But never-
theless, whaling was essential to the local population.
Whalers in Nagato always felt great compassion
towards their catch. Even today, long after whaling
has cease in Nagato, a ceremony is still held every
May in Kayoi to pray for the souls of orphaned whale
calves buried there. 

This old-style of whaling came to an end in the
Meiji period, when modern techniques began. Senzaki
in Nagato is the birthplace of modern whaling and
Japan's first whaling company was founded here in
1899. 

There is also a whale museum in Kayoi that exhibits
equipment used in whaling, explains whaling tech-
niques, and also shows the lifestyle of a fishing village
in the past. In Nagato, the whaling industry was espe-
cially prosperous in Kayoi. 

Today, whales no longer come to this area, but
many local people still have nostalgic feelings about
whaling. For people who live by the sea, whales are a
source of pride.     

p.16-19
The bleeze swayed forest
The road to history and legend

Taineiji is a very old and famous temple. The tem-
ple’s garden is surrounded by a forest, and there are
also many large trees in the garden. The garden is
alive with beautiful greenery in spring and colorful
foliage in autumn. Many tourists visit to see these
splendid sights. 

Taineiji has a sad history, too. The followers of feu-
dal lord Ouchi Yoshitaka rebelled against him. Ouchi

fled from the rebellion to Nagato. He waged his last
battle at Taineiji. Ouchi was defeated, however, and
committed suicide with the followers who had
remained loyal to him. The temple was burned down
at that time, but was later reconstructed by the ruling
Mori family. Though the Ouchi family brought much
wealth and culture to Yamaguchi, the Kyoto-like city
they had built was nearly completely destroyed.

The temple is located between the famous, large
Yumoto Hot Spring and the more secluded
Tawarayama Hot Spring. Tawarayama Hot Spring is a
hot spring widely renowned for the healing properties
of the water. Many people come to the Tawarayama
hot spring seeking medical treatment and may stay in
Nagato for a long time.

There are various legends in Nagato. One of the
most interesting is the legend that the beautiful Yang
Guifei escaped from the Tang emperor in China to
Nagato. There is a Buddhist statue at a temple in Yuya
that is said to have been possessed by the princess, and
also a grave that is said to be hers. 

p.20-21
The churning cobalt wind swept sea
Omijima ; The Alps upon the sea

The scenery on the Sea of Japan, near Omijima
island is called the “marine Alps” because many rocks
here have been eroded by the rough waves into
intriguing shapes. If you want to see this scenery up
close, many pleasure boats offer tours of the area. If
you want to enjoy the natural beauty of Omijima
island, there are many convenient trails for hiking.
Either way, Omijima’s
spectacular scenery is
sure to be impressive. 

Omijima is part of the
Kitanagato Coast Quasi-
National Park. The painter
Higashiyama Kaii, one of
the most famous artists in
Japan, was moved by this
scenery and used it as
inspiration for a mural of
the Imperial Palace. 

p.22-23
From the windy hill
Our terrassed hometown

Terraced fields are rice paddies built on the side of
mountains or hills. There are many terraced fields in
Nagato, and, among them, the terraced fields of Yuya
are especially famous. These terraced fields are so
enchanting that they were chosen as one of the “100
best terraced-field scenery in Japan” by Japan’s min-

istry of Agriculture. They also often attract many pho-
tographers. On summer evenings, the lights of many
fishing boats can be seen glittering in the Sea of Japan
from the top of the terraced fields.  The lights of the
boats appear to be dancing around on the ocean like
fireflies in the night’s sky. Sadly, the number of ter-
raced paddy fields is gradually declining, and local
people are endeavoring to protect them by forming the
Yuya Terraced-Field Scenery Preservation Society. 

Mukatsuku Peninsula, where most of the terraced
fields can be seen, lies between the Heki and Yuya
areas. The Senjojiki plateau on this peninsula has a
height of 333 meters, and there is always a strong
wind at the top. Nearby is the Heki Wind Park, a
wind-power generation plant with huge windmills.
There is also a spectacular view at night from
Senjojiki of the lights from the fishing boats.  

p.24-25
The song of the kilns ; Hagi yaki pottery
Nagato Fukawa Sounose

There are four kilns in Fukawa-Sonose that make
pottery known as “Hagi yaki.” Hagi pottery is said to
have begun in 1604. Mori Terumoto, when he was
constructing a castle in Hagi, built a kiln for two pot-
ters whom he had invited over from Korea. 

After that, kilns were also built in Nagato-Fukawa,
and many potters began to make pottery there. At that
time, the pottery made here was called “Fukawa yaki,”
and pottery made in Hagi was known as “Matsumoto
yaki.” From the Edo period into the Meiji period,
however, the feudal system disappeared, and assis-
tance from the Mori clan ended, causing many potters
to move to other areas. 

The present-day potters
have passed on the fine tradi-
tion from generation to gener-
ation since the Edo period.
Their homes are in a valley of
the Sonose River, surrounded
by mountains. It is here that
they are inspired to create
original works for the world
to appreciate. 

p.26-27
The wind of cultural change 
The atomosphere of tradition and inno-
vation 

In the center of Nagato there is an outdoor theater
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PROLOGUE
The City of Nagato as we know it today was formed

on March 22, 2005, by the merger of four towns,
Nagato, Yuya, Heki and Misumi. Nagato is situated in
the northwest of Yamaguchi Prefecture. The Sea of
Japan lies to the north, and the coastline is designated
as the Kitanagato Coast Quasi-National Park. There
are many bountiful fishing grounds along this coast,
and the local fishing industry has flourished since
ancient times. Historically, Nagato was also famous
for whaling, and whales were captured when they
strayed into the bay of Nagato.

The coastline offers dramatically different scenery,
from the white beaches to the rocks that have been
eroded by the pounding surf of the Sea of Japan. In
particular, the island of Omijima is famous for many
uniquely shaped rocks rising from the sea that are
known locally as the “marine Alps.” The many other
impressive sights in Nagato include Senjojiki plateau,
which provides a splendid view of the Sea of Japan;
the terraced fields of Yuya that rise from the shore to
the tops of hills; and Cape Kawashiri, which is sur-
rounded by deep bluish-green water. 

Nagato also has five hot springs. The oldest are
Yumoto Hot Spring and Tawarayama Hot Spring.
Tawarayama Hot Spring is also a famous health resort.
The location of the hot springs range from overlooking
the seaside to tranquil, rural surroundings. 

Culturally, well-known people from Nagato include
the children’s poet Kaneko Misuzu; the painter Kazuki
Yasuo, who based his works on experiences as a pris-
oner-of-war in Siberia; the famous Japanese play-
wright Chikamatsu Monzaemon, who is believed to
have been born in Nagato; and Murata Seifu, who
reformed the Hagi economy during the Edo period
(1603–1868). Such figures form the solid foundations
of Nagato’s culture. This region’s history is also well
known throughout Japan. The Ouchi family is famous
for bringing Kyoto culture to Yamaguchi before the
family’s reign came to an end here. In addition,
according to legend, Yang Guifei, who was said to be
the most beautiful woman in China, came to this
region to escape execution. 

The Nagato community has been built against a
background of picturesque natural scenery, rich cultur-
al heritage, and a strong sense of history. 

p.4-5

Relive the life and time of Misuzu

The children’s poet Kaneko Misuzu was born in the
Senzaki area of Nagato. An outstanding student who
was loved by everyone, Kaneko embarked on her
career as a children’s poet around the age of 20 when
she moved to the city of Shimonoseki to be near her
mother.  Kaneko first began to read children’s verses
while working at Ueyama Buneido publishing compa-
ny in Shimonoseki. 

Inspired by what she read, Kaneko submitted manu-
scripts to four different magazines, and all four of the
magazines published her work. As a result of this
exposure, the famous children’s poet Saijo yaso
praised her work, and Kaneko’s reputation spread
throughout the country. Her poems, which are greatly
moving, combine profound inner thoughts with a
sharp insight into nature.

In Nagato, more can be learned about Kaneko’s life
at tourist sights such as the Misuzu Road in Senzaki—
the street upon which she was born—and the Kaneko
Misuzu Memorial Museum. 

p.6-7
A chance to step inside painter Kazuki
Yasuo's studio

The Misumi area of Nagato City is well-known for
the Kazuki Yasuo Museum, which commemorates the
painter of the same name and houses a lifelike repro-
duction of his art studio. Kazuki spent most of his time
in the studio, where he both painted and sculpted with
wood, tin or other materials. He enjoyed using real
objects in his art, like pieces of wood or stones that he
discovered near his home or during walks on the
beach. Many of his sculptures are exhibited in the
museum, which gives visitors the feeling that they
have entered Kazuki’s actual studio.  

Kazuki is most famous for his paintings. His most
well-known works are the Siberia series, which are
based on his experiences as a prisoner-of-war in
Siberia. They are now kept at the Yamaguchi
Prefectural Museum of Art. On display at the Kazuki
Yasuo Museum are Kazuki’s other paintings, as well
as his sculptures and various personal items from his
lifetime. 

p.8
The legendary birthplace of Chikamatsu
Monzaemon 

Chikamatsu Monzaemon was an Edo-period play-
wright who wrote scripts for traditional Japanese the-
ater, such as joruri and kabuki. He is known as the
“Shakespeare of the East.” Legend has it that
Monzaemon was born in the area now known as
Nagato. However, this is controversial because other
cities also claim to be his birthplace. The debate may
never be conclusively solved but the citizens of
Nagato are proud of Japan’s most famous playwright
and cherish the legend that he was born here. 

The theory that he was born in Nagato has con-
tributed greatly to the city’s cultural development.

Recently, ten of Chikamatsu’s works were adapted
and performed over five years at Renaissa Nagato, the
city’s cultural center, which also houses a theater.
Both professional actors and local citizens took part in
the performances. 

p.9
The home of Murata Seifu, one of the
forefather of the Meiji Restoration 

During the Edo period, the region that is now
Yamaguchi Prefecture was ruled by the Mori family
of Hagi. Towards the end of the Edo period, Hagi
faced a severe financial crisis and was forced to imple-
ment economic reform. Mori Takachika, the thir-
teenth-generation feudal lord, entrusted the task to
Murata Seifu. Murata enforced economizing measures
and promoted the production of paper, wax, rice, and
salt. In addition, Murata reformed armaments, build-
ing an arms storehouse in Edo (present-day Tokyo)
and holding defense training on the beach at Hagi. 

After retiring from public life at the age of 63,
Murata lived at Misumi Sanso lodge, where he began
his work educating young people. He died at the age
of 73, but several of his students went on to become
revolutionaries. Murata’s spirit was carried on by two
of his students, Yoshida Shoin and Takasugi Shinsaku,
who became driving forces behind the Meiji
Restoration of 1868. 

p.10-15

Around Nagato
The North-West Wind blown sea
The ancient Whale habitat

When winter approaches, a northwestern wind
begins to blow over Nagato. This is the time of year
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長門市役所 22-2111
三隅総合支所　　　　　　 43-0221
日置総合支所　　　　　　 37-2111
油谷総合支所　　　　　　 32-1111
通出張所　　　　　　　　 28-0211
仙崎出張所　　　　　　　 26-1442
俵山出張所　　　　　　　 29-0041
宇津賀出張所／宇津賀公民館 32-1140
向津具出張所／向津具公民館 34-1111
長門市教育委員会　　　　 23-1257
中央公民館　　　　　　　 23-1181
通公民館　　　　　　　　 28-0008
仙崎公民館　　　　　　　 26-0326
俵山公民館　　　　　　　 29-0063
三隅公民館　　　　　　　 43-0811
日置農村環境改善センター 37-2340

油谷中央公民館　　　　　 32-1116
市立図書館　　　　　 26-5123
長門市ケーブルテレビ放送センター 23-1541
ルネッサながと　　　　　 26-6001
ラポールゆや／図書館ゆや分館 33-0051
金子みすゞ記念館　　　　 26-5155
くじら資料館　　　　　　 28-0756
香月泰男美術館　　　　　 43-2500
村田清風記念館　　　　　 43-2818
湯本温泉市営公衆浴場　恩湯 25-4507
湯本温泉市営公衆浴場　礼湯 25-3041
湯免ふれあいセンター　　 43-1000
日置農村活性化交流センター 37-4320
長門市消防本部　　　　　 22-5294
中央消防署 22-0119
西消防署 32-1230

山口県長門健康福祉センター　 22-2811
山口県長門土木建築事務所 22-2920
山口県長門農林事務所　　 37-2155
長門警察署　　　　　　　 22-0110
長門税務署　　　　　　　 22-2441
仙崎海上保安部　　　　　 26-0241
長門簡易裁判所　　　　　 22-2708
長門市商工観光課　　　　 23-1137
長門市観光協会　　　　　 22-8404
長門市観光案内所　　　　 26-4711
湯本温泉旅館協同組合　　 25-3611
俵山温泉観光協議会　　　 29-0001
ＪＲ長門市駅　　　　　　 22-2600
青海島観光汽船（株） 26-0834

（市外局番0837）

お問合せ先



宇部駅

43

I N F O R M AT I O N

長門市への交通アクセス

大阪・広島方面
新幹線各駅

新幹線各駅

新幹線新山口駅

新幹線厚狭駅

福岡・熊本方面 新幹線博多駅 新幹線厚狭駅

車でお越しの場合

中国自動車道小郡I.C

中国自動車道美祢I.C

中国自動車道小月I.C 俵山温泉

新幹線

新幹線

新幹線

バス

美祢線

美祢線

60分

60分

国道9／435／316 60㎞

国道435／316 30㎞

国道491／県道34／38 33㎞ 県道34／国道316 16㎞

50分

60分

30分 20分

首都圏域 羽田空港 山口宇部空港 宇部深川駅 厚狭駅

公共交通機関でお越しの場合
飛行機 バス 宇部線 山陽本線 美祢線

90分 15分 60分10分10分

中国・山陽自動車道
国道191
国道316
JR山陽新幹線
JR在来線

長
門
市
駅

長
門
市
駅






